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当
該
決
算
年
度
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
財
政
健
全
化
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
計
画
の
財

政
収
支
見
通
し
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
を
２
０
１

２
年
度
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
固
定

し
た
場
合
、
２
０
１
５
年
に
は
６

億
２
千
万
円
の
歳
入
不
足
が
生
じ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
収
支
を
見
通
す
際
に
基
準

と
な
る
年
度
の
数
値
は
、
決
算
数

値
を
用
い
る
の
が
通
常
で
す
。
し

か
し
本
市
で
は
、
あ
え
て
確
定
的

で
は
な
い
当
初
予
算
の
数
値
を
使

い
、
し
か
も
こ
の
年
度
当
初
に
お

け
る
法
定
外
繰
入
金
７
億
６
千
万

円
は
、
保
険
料
の
滞
納
繰
越
分
収

納
率
を
、
実
際
に
は
12
％
で
あ
っ

た
も
の
を
30
％
と
過
大
に
設
定
し
、

法
定
外
繰
入
金
の
額
を
例
年
よ
り

大
き
く
減
額
し
て
計
上
し
て
い
ま

し
た
。

　

一
方
、
２
０
１
１
年
度
決
算
数

値
14
億
６
千
万
円
を
基
準
と
し
て

２
０
１
５
年
ま
で
の
財
政
収
支
を

計
算
す
る
な
ら
ば
、
収
支
の
不
足

額
は
生
じ
な
い
ど
こ
ろ
か
逆
に
約

１
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
、
保
険

料
値
上
げ
の
根
拠
は
完
全
に
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
財
政
収
支

見
通
し
の
数
値
は
、
極
め
て
意
図

的
で
あ
り
、
か
つ
欺
瞞
的
な
も
の

で
す
。
よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
反

対
す
る
も
の
で
す
。

 
 

 

 
 

 
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久　
議
員
）

国
保
会
計

数
字
を
操
作
し
た
財
政
収
支
見
通
し

　

国
は
、
震
災
復
興
予
算
の
確
保

の
た
め
給
与
減
額
支
給
措
置
と
し

て
国
家
公
務
員
給
与
を
平
均
７
・

８
％
削
減
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
合

わ
せ
、
本
市
に
も
地
方
公
務
員
給

与
の
削
減
を
要
請
し
、
地
方
交
付

税
を
減
額
し
て
き
ま
し
た
。
本
来
、

地
方
公
務
員
の
給
与
は
地
方
公
務

員
法
に
基
づ
き
地
方
が
決
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
を
盾

に
と
り
中
央
集
権
を
振
り
か
ざ
す

国
の
や
り
方
は
、
地
域
主
権
、
地

方
分
権
を
推
進
し
て
い
る
国
の
方

向
性
と
逆
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
市
に
お
い
て
は
、

人
員
削
減
、
管
理
職
手
当
の
削
減
、

月
例
給
削
減
、
諸
手
当
の
削
減
、

地
域
手
当
の
削
減
な
ど
の
負
担
を

職
員
に
求
め
行
財
政
改
革
を
行
っ

て
お
り
、
国
の
政
策
目
的
を
達
成

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴　
議
員
）

「
職
員
給
与
削
減
」議
案
に

無
念
さ
と
断
腸
の
思
い
で
賛
成

す
る
手
段
と
し
て
地
方
固
有
の
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
用
い
る

こ
と
は
、
地
方
自
治
を
否
定
す
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
理
不
尽
な

国
の
横
暴
に
よ
る
地
方
交
付
税
削

減
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
転
嫁

す
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
地

方
交
付
税
削
減
を
盾
に
と
る
国
の

手
法
に
強
く
義
憤
の
念
を
抱
き
つ

つ
、
第
一
義
的
に
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
市
民
感
覚
で
あ
り
、

震
災
復
興
予
算
確
保
の
目
的
と
い

う
信
義
に
照
ら
し
、
断
腸
の
思
い

と
無
念
さ
で
不
本
意
な
が
ら
賛
成

し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
財
政
が
厳
し
く
、

市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
座
間
市

緊
急
財
政
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

効
率
的
な
事
業
執
行
等
に
よ
る
歳

出
抑
制
対
策
、
安
定
的
な
財
源
確

保
対
策
に
取
り
組
む
と
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
決
算
額
は
３
６

５
億
円
余
で
前
年
度
よ
り
７
億
円

余
マ
イ
ナ
ス
で
す
が
、
市
税
は
１

７
７
億
円
余
と
前
年
度
比
で
約
１

億
円
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
が
大
変
だ
と
い
う
一
方
で
、

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
不
用
総

額
は
11
億
４
４
０
０
万
円
余
の
過

去
最
高
額
を
使
い
残
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
源
調
整
の
た
め
の
財

政
調
整
基
金
に
は
、
新
た
に
７
億

４
６
１
万
円
余
を
積
み
立
て
、
年

度
末
残
高
が
８
億
４
２
０
３
万
円

余
と
過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
の
会
計
は
、
各
会

計
年
度
に
お
け
る
歳
出
は
そ
の
年

度
の
歳
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て

る
と
い
う
会
計
年
度
独
立
の
原
則

が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
市
民
が
納
め
た
税
金

は
、
そ
の
年
度
内
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
に
使
い
切
り
、
住
民
福

祉
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

従
っ
て
多
額
の
不
用
額
を
残
し
、

過
去
最
高
額
を
積
み
立
て
る
な
ど

の
財
政
運
営
に
は
問
題
が
あ
る
と

し
て
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定
に
反
対
で
す
。

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄　
議
員
）

多
額
の
不
用
額
と
最
高
額
の
積
立
金　

財
政
運
営
が
問
題
で
決
算
認
定
に
反
対

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
い

て
は
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
下
で

各
事
業
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
歳

入
の
市
税
に
お
い
て
は
総
額
１
７

７
億
７
４
５
４
万
円
余
と
前
年
度

比
０
・
５
％
増
額
と
な
り
、
歳
出

の
扶
助
費
で
は
、
特
に
生
活
保
護

費
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算
額
38

億
６
４
１
６
万
円
を
上
回
る
40
億

９
０
５
７
万
円
余
に
上
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
圧
迫
す
る
大
き
な

要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
、
実
質
単
年
度
収
支
額
が
２
億

９
０
０
４
万
円
余
と
３
年
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
財

政
調
整
基
金
に
お
い
て
も
、
平
成

24
年
度
末
残
高
が
８
億
４
２
０
３

万
円
余
で
、
こ
の
定
例
会
に
お
い

て
決
算
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
10
億
円
以
上
に
ま
で
回
復
す
る

見
通
し
で
す
。
市
長
の
「
全
庁
挙

げ
て
勇
気
を
も
っ
て
不
用
額
を
残

す
よ
う
に
」
と
の
指
示
に
し
っ
か

り
と
応
え
た
職
員
の
方
々
の
ご
努

力
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
入
谷
小
、
旭
小
、
中

新
政
い
さ
ま
（
芥
川　

薫　
議
員
）

全
庁
挙
げ
て
の
努
力
で

　
　
　

３
年
連
続
の
黒
字
を
評
価

原
小
、
３
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事

業
の
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を

一
年
前
倒
し
す
る
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
酷
暑
と
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
面
や
学
力
の
向
上
が
大
い
に

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
高
く

評
価
し
ま
す
。

　

本
条
例
改
正
に
つ
き
、
今
年
度

の
職
員
給
与
分
の
交
付
税
が
削
減

さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
た
上
で
予

算
編
成
さ
れ
て
い
る
本
市
に
と
っ

て
、
削
減
相
当
分
の
事
業
を
中
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
は

な
い
こ
と
が
今
定
例
会
審
査
で
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
交

付
税
削
減
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
給
与
削

減
の
必
然
性
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
国
が
地
方
公
務
員
の
給

与
削
減
を
要
請
す
る
の
は
地
方
分

権
に
逆
行
す
る
と
い
う
指
摘
が
各

方
面
か
ら
出
て
お
り
、
全
国
市
長

会
も
「
地
方
の
財
政
自
主
権
を
侵

す
も
の
で
誠
に
遺
憾
」
と
緊
急
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
情
勢
に
も
翻
る
こ
と
な
く
現
政

権
が
削
減
実
施
を
求
め
て
く
る
点

に
重
大
な
問
題
が
存
在
す
る
と
認

識
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
自
民
党
草

案
に
お
い
て
現
行
法
に
は
な
い
地

方
自
治
体
の
財
源
及
び
国
の
財
源

措
置
と
い
う
新
た
な
項
立
て
を
し

た
上
で
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
そ
の
財
政
運
営
に
も
憲
法
の
条

文
を
し
て
ま
で
介
入
し
よ
う
と
い

う
改
憲
へ
の
動
き
で
す
。
国
と
地

方
は
対
等
・
協
力
の
関
係
で
あ
る

べ
き
で
す
。
今
回
の
削
減
を
容
認

す
る
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
に
国
と

地
方
の
あ
り
方
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
要
請
・
強
要
が
突
き
つ
け
ら

れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
を

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み　
議
員
）

職
員
の
給
与
削
減
に
か
か
わ
る条

例
改
正
に
反
対

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
、
決
算
は
ま
ず

赤
字
な
の
か
黒
字
な
の
か
、
さ
ら

に
は
い
つ
で
も
使
え
る
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
、
ど
れ

だ
け
積
み
増
し
が
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
民

間
企
業
で
い
え
ば
与
信
に
か
か
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
企
業
、
団
体
を

判
断
す
る
第
一
義
で
あ
り
ま
す
。

　

３
年
間
連
続
し
て
黒
字
決
算
と

な
っ
た
こ
と
は
、
民
間
企
業
出
身

で
あ
り
、
決
算
主
義
を
標
榜
す
る

遠
藤
市
長
な
ら
で
は
の
決
算
へ
の

執
念
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
黒
字
決
算
は
、

平
成
23
年
度
後
半
の
平
成
24
年

２
月
に
緊
急
財
政
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
謀
は
か
り
ご
とを
帷い
あ
く幄
の
中
に
運め
ぐ
ら
し
勝

つ
こ
と
を
千
里
の
外
に
決
す
」
で

は
な
か
っ
た
か
と
、
市
長
を
は
じ

め
当
局
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
対

し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

中
で
も
、
人
件
費
を
削
減
し
た

上
で
な
お
硬
直
性
の
高
い
義
務
的

経
費
を
０
・
４
％
増
に
と
ど
め
、

市
税
収
納
率
を
92
・
３
％
へ
と
、

前
年
対
比
０
・
３
％
向
上
さ
せ
、

自
主
財
源
比
率
を
58
・
２
％
へ
改

善
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
決
算
を
高
く
評
価

し
、
今
後
の
財
政
運
営
に
期
待
し

ま
す
。

公
明
党
（
上
沢　

本
尚　
議
員
）

３
年
連
続
の
黒
字
決
算
を
評
価

８
・
５
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会
行
政

視
察
…
千
葉
県
八
千
代
市
、

栃
木
県
鹿
沼
市
（
～
６
）

　
　

７
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
行
政

視
察
…
福
島
県
会
津
若
松
市

（
～
８
）

　
　

８
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
要
請

行
動
…
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
、
防
衛
省

　
　

19
・
ざ
ま
大
志
会
行
政
視
察
…
横

須
賀
市
、
逗
子
市

　
　

22
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　

26
・
代
表
者
会
議

　
　

27
・
大
和
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

　
　

29
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

30
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

９
・
５
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

   　

６
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

９
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

11
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

      　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

12
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

      　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　

17
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

18
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

      　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　

19
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

25
・
議
会
運
営
委
員
会　
　

　
　

30
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
・
７
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

10
・
全
国
都
市
問
題
会
議
…
大
分

県
大
分
市
（
～
11
）

　
　

17
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　

定
例
会
・
正
副
議
長
研
修
会

…
海
老
名
市

　
　

21
・
新
政
い
さ
ま
行
政
視
察
…
北

海
道
苫
小
牧
市
、
陸
上
自
衛

隊
札
幌
駐
屯
地
、
東
千
歳
駐

屯
地
、
千
歳
市
（
～
23
）

　
　

22
・
石
川
県
野
々
市
市
議
会
行
政

視
察
来
庁

　
　

23
・
沖
永
議
員
行
政
視
察
…
海
老

名
市

　
　
　

・
東
京
都
府
中
市
議
会
行
政
視

察
来
庁

　
　

28
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基
地

対
策
協
議
会
実
行
運
動
…
総

務
省
、
防
衛
省
、
外
務
省

　
　
　

・
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
第
２
回
定
例

会

　
　

29
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

30
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

31
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
第

２
回
臨
時
会

11
・
７
・
全
国
市
議
会
議
長
会
第
１
４

８
回
産
業
経
済
委
員
会
…
東

京
都
千
代
田
区

　
　
　

・
厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会

要
請
…
防
衛
省
、
外
務
省

　
　

10
・
議
会
報
告
会

　
　

11
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

議
会
関
東
部
会
総
会
…
東
京

都
昭
島
市

　
　

12
・
公
明
党
行
政
視
察
・
地
方
議

会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
…
北
海
道

札
幌
市
、
北
広
島
市
、
小
樽

市
（
～
14
）

議
会
日
誌


